
就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (実績 I～Ⅳ、Ⅵ)
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(Ⅲ )多 様 な 働 き 方

前 年 度 ( 年 度 )に お け る取 組 (全体表「 (Ⅲ )多様な勧き方 Iの各項目において「就業婦則等で定めている 1と渓 1尺 した場合に記競 )
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い

レックスタイム制に係る
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①免許・資格取得、検定の受検働奨に関する制度 を職員として登用する制 に係る労働条件及

(V) 更 艦 力 同 上

前 年 度 (R5年 度 )に お け る 取 組 (全体表「 (Ⅳ)支援力向上 1の各項目に取組あり爵 Rと した場合に記識 )
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就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (全体 )

点

(※ )8項 目の じ (注 2)5以上 封5点 、4～ 3:5 2点 以下 :0点

(V)地域連携活動

地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官
公庁等での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その
結果をインターネット等により公表している

O 10

点

(Ⅵ )経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善
計画の提出を求められているが、指定された期日までに提出
している。

O 0

点

合計

110
点   /200点

て し

8 の 以上 1 4～ 3 以 下

事業所名 ブレス

住  所 熊本県山鹿市菊鹿町池永 104-1

電話番号 0968-48-2434

事業所番号 4310500212

管理者名 田中 由紀

対象年度 令和 5年度

(1)労働時間
①l日の平均労働時間が7時間以上

40

点

②l日 の平均労働時間が6時間以上7時間未満

③l日 の平均労働時間が5時間以上6時間未満

④l日の平均労働時間が4時間30分以上5時間未満

⑤l日 の平均労働時間が4時間以上4時間30分未満 O

⑥l日の平均労働時間が3時間以上4時間未満

②l日 の平均労働時間が2時間以上3時間未満

③l日の平均労働時間が2時間未満

(Ⅳ) 支援力向上 (※ )
0研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

0

参加した職員が 1人以上参加している O

②研修、学会等又は学会誌等において発表

司回以上の場合

⑥視察・実習の実施又は受け入れ

いずれか一方のみの取組を行つている

④販路拡大の商談会等への参加

1回以上の場合

⑥職員の人事評価制度

人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
制度を設け、全ての職員に同知している

⑥ピアサポーターの配置

ピアサポーターを職員として配置している

の第二者評価

過去 3年以内の福祉サービス第三者評価を
受審しており、結果を公表している。

⑥国際標準化規格が定めた規格等の認証等

都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計 (注2) 1 点

(I)生産活動
①過去
者に支
3年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用
払う賃金の総額以上

O

60

∪迫ム 3年の工圧店劉収文のつろ副年度皮ひ研宝年度の
各年度における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利
用者にす払う管令の総箱以上

③過去3年の生産活動収支の
動収支のみが前年度に利用者

うち前年度における生産活
に支払う賃金の総額以上

に4フ運ムも手 l′
'生
圧石剛収又〔′

'つ
あ R叫てキ反にお 1ア 0王圧

活動収支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以
上

⑨過云 3年の生歴活動収更のうち前年F又及び両々年度の
各年度における生産活動収支がいずれも当該各年度に利
用者に支払う管金の総網未満

⑥過去3年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用
者に支払う賃金の総額未満 点

(Ⅲ )多様な働き方 (※ )
①れ許・奮格取得、検定の受検窪角奨に関する制度

0

就業規則等で定めている

の利用者を職員として登用する制産

就業規則等で定めている

⑥在宅勤務に係る労働条件及び服務掘律

就業規則等で定めている

のフレックスタイム制に係る労働条件

就業規則等で定めている

⑥短時間豊力務に係る労働条件

就業規則等で定めている

⑥時差出勤制度に係る労働条件

就業規則等で定めている

の有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

就業規則等で定めている O

(8⊃傷病休暇等の取得に閣する事頂

就業規則等で定めている O
小計 (注 1) 2 点

(Ⅶ)利用者の知識・能力向上

前年度において、就労継続支援A型事業所等が利用者の知識
及び能力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内
容を記載した報告書を作成し、インターネットの利用その他
の方法により公表している。 点

項 目 点数

労働時間 5点   20点    30点  |1田日|1 55点  65点    80点  90点
生産活動 20点    10点    20点   40点   50点 田
多様な働き方 5点    15点

支援力向上 5点    15点

地域連携活動 0点  H
経営改善計画 50点

利 用者 の 則

識・ 能 力 向 上
10点



就労継続支援 A型事業所における地域連携活動実施状況報告書

株式 刊

4310500212

事業所番号 4310500212

管埋者名 田中 由紀

対象年度 令和 5年度

事業所名 田中 勝徳
住 所 8610423

電話番号 長本県山鹿市菊鹿町池永 104-:

地域運携活動のイ_R元要

<活動内容>
・渚動場所  ①人権フェステイノuレ ②」勾礎本雰l鹿・鹿北支所   ③マル
シェ      ④農家さんの畑
・実施日程 ①12/2～3  ②9/1～ 10/6・ 10/9～31  ⑤2/23   ④2/9
・実施した生産活動、施設外就労の概要 ①同市で開催された講習に参加し出店
②栗の選果作業・玄米の袋詰め作業 ③能登半島復興を祈り地域と協力
④地域の方の農業の手助け

・利用者数

<活動の様子>

閣|

①人権フェスティパル・来民門前市

人権フェスティパル・花まつり

地元の祭 り等に出店 しました。門前市で

議が行われ障がい者施設コーナーでの販売、

者の方のステージ発表について話し合いを行つ

きました。当事者の方々

らも、達成感を味わわれていました。障がし

無に関わらず、楽しく参加できることが大切だと

感 しました。

②地域の風福連携事業

JAさんより本年度も作業依頼を受けて 5年目にな

りました。今年は栗の選果 と玄米の袋詰めをさせて

いただきました。毎年行かせていただいており、顔

も名前も覚えていただぃており、安心して作業する

事ができました。普段私たちが国にしている物が、

こんな形で色んな方の手を借 りてる事に感動を覚

え、日頃よりもつと感謝の気持ちで食べるようにな

り良い機会をいただきました。是非今後も行かせて

いただきたいです。

毎年、地域とのコミュニケーションを目的とし、

事業所独自でマルシェを開催 していましたが今回

は年明け早々に被害に遣われた能登半島の方々の

支援も兼ねて開催 しました。地域の方に不用品の

ていただき売上を寄付金としまし

地域の方と 1つの目標に向かい協力する事で

喜びを分かち合い復興への願い

を込めさせて開催いただきました。今後も地域の

方々と繁がつていきたいと思います。

④嵐森さんの畑

今回は初めてのどЧぎうの畑の章取り作業の依頼を受

けました。作業自体は単純作業でしたが、ずっと中

腰や しゃがみこんでの作業でとても体力的に苦戦 し

ました。しか し、シルノく―の方もされているとの

事、農家の方の高齢化に伴い作業依頼が来ることも

ありますので、私たちも日頃から負けない様に体力

作 りをしないといけないと思いました。食べるまで

の音労がひしひしと身に)とみました。

′金

<目的>
・地域連携活動のねらい

地域の方に活動を知っていただき、利用者 (障がいを待たれた方)が住み瞑れた

環境で安心して過ごせる環境を整えていくために積極的に参加していく

・地域にとつてのメリット

正しい知識等を体験を通して学んでいただく事で不安感や心配もなくなつてい

く。また地域に限らず1也域の方の同士の交流の場となり、地域に根差した良い機

会になり、共存していく中で町への活性化へと繋がっていく

。対象者にとつてのメリット

なかなか外での交流がない方が多く、事業所内ではない方々との交流によリコ

ミュニケーション能力の向上や社会ルールを学ぶ事ができる。また地域の方と作

業以外でも会つた時に声をかけていただき地域に受け入れてもらえるという喜び

を実感できる

<成果>
・実施した結果

利用者の方の事を認知していただく事により、ご本人様への自信に繋がり作業ヘ

の意欲が高まつた。地域と福祉の繋がりができ今後も共存し支えあえる存在を目

指す

・得られた成果

他の施設外就労先の紹介・引き続き作業依頼が来ることで就労の定着

・課題点

利用者の方の1回性や特性の配慮や直物の作業により、就労先との条件の不一致や

安定化が図れなかつた事

運携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

・栗選果時に午前中に集荷に出るため、大手不足になり非常に助かつている

今後の連携強化に向けた課題

・今年もお願いしたい

連携先企業名 」A鹿本 菊鹿選果場 担当者名 守川様


